














要がある｡家庭科教員養成の立場からは,それぞれの技能習得を ｢目的｣ とするのか ｢手
段｣ とするのかということも問題であり,何をどの程度習得させるか,どのような指導方
法を用いるのか具体的な方策 も求められている｡ またこれ らは小中高の家庭科教師がかか
える縫製技能指導の問題で もある｡ ここでは縫製技能の具体的な指導法の工夫を提案する
ことを通 して,技能習得過程で得 ることができる学習の家庭科的意義を追究 したい｡
本報では,針,糸および布を用いる基本的な技能であるなみ縫 いを取 り上げる｡ ｢なみ
縫い｣については,小学校学習指導要領において,内容(3)のイで ｢手縫いにより目的に応
じた簡単な縫い方を考えて製作ができること｡｣ とあり,その解説 として ｢簡単な縫い方
としたのは,児童の実態に応 じた無理のない縫い方 という意味であり,なみ縫いについて
は,2- 3針続けて縫 う程度で もよいと考え られる｡｣ とある｡ この記述は,なみ縫いに
関 して,指貫を用いて連続縫いができるレベルを必ず しも要求 しなくてもよいととらえる
ことができる｡ 子どもの実態に応 じた指導を行 うことが重視されなければならないが,指
導者 となる者には,連続 してなみ縫いを行 うために指貫 という道具が効果的に作用するこ
とを実感 させたいものである｡ しか し,学生にこのことを伝えることは困難であり,長時
間を要 して指導することはできない｡そこで,指貫使用のために起 こる緊張を緩和 し,そ
の使用が役立っという意識をもてるように指貫を改良 し,その効果を検証 した｡
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なみ縫いにおける指貫使用のために起 こる緊張を緩和 し,不安を軽減 し,その使用が役立
つという意識をもたせるような具体的な指導法が必要である｡
なみ縫い技能に関 しての異体的な指導法の提案を試みた研究は,小学生を対象に して
VTRによる指導の効果を検討 した報告 2)が見 られる｡また,教員養成系の大学生を対象に,
指貫への針の当て方,栂指 と食指の動か し方,布の動か し方等のフォームを分析 し,指導




要因となる｡縫製作業に対 して適性があると感 じている者 と適性が低いと感 じ苦手意識を
もっている者では,技術習得のために異なる指導方法が必要 となって くるであろう｡ 特に
後者に対する指導の工夫が要求される｡ 寺田によると,内田クレペ リン精神検査で判明 し
た女子短期大学生個々の性格や作業特性および学業成績の資料にもとづいて,被服構成実
習におけるグループ作業や個人活動の指導を行 った結果,よりよい効果がみ られたと報告
している4)｡ しか しなが ら,この報告においては,多 くの要素によって構成 される個々人
の諸特性の概要をとらえており,限定 した特性をもっ者-の具体的指導法を示唆 してはい
ない｡また,縫製作業における ｢縫 う｣作業等特定の作業要素の評価 と個人の特性 との関
連 も検討 されてはいない｡拙報 5)でも,教員養成大学の女子大学生の手指先の基本的能力
と被服関心度について検討 し,若干の示唆を得ている｡ さらに,被服造形のためのパ ター
ンメーキングに関わる知識および技能の習得に及ぼす適性および性格の影響についても検
討 している5)が,ここで も,これ らの結果にもとづいた具体的な指導の示唆を得てはいな
い｡
そこで本報では,縫製作業に密接な関わりを有すると考えられる個人特性 として手の巧
撤性を取 り上げ,縫製作業能力 との関係を検討 した｡縫製作業の成績には他にも知能,性
格,体力が影響を及ぼすと思われるが,これ らについては今後の課題 とする｡ 巧撤性は,
器用さ,巧みさ,熟練さとも表現される｡巧撤性の高い運動 とは,要素的な運動が次々と
協調 して行われ,合理的な筋活動によって結果として課題に対 して高い評価が得 られるも
のである｡ 手の巧撤性の高さは複数の要素によって規定される｡ 縫製作業に熟練するため
の巧轍性要素を明 らかにすることによって,個々の能力に応 じた学習方法を選択 したり評
価基準を考慮することが可能 となるものと考えられる｡ 縫製作業 と手の巧撤性に関する研
究は,小学生を対象に,針および鉄を使 った際の手指の巧敵性評価因子 (正確度,作業量,
撤密度等)を明 らかにした報告 6),縫製作業を含む生活技能発達の実態調査 7),ひも結び
における手の器用さの検討8)が散見される｡ 拙報 9)で も運針の動作特性 と手指先の機能に



























原料 (鶴) 棉 (100)
組織 平轍
厚 さ (mm) 0_37
平面重くg/100cm2) 1.23
糸密度(1 ′cm) 経 20緯















1週間毎の 5回の実験において, 1回目は各自の習慣的な方法で行わせた｡ この際指貫
を使用する者はいなかった｡ 2回目と3回目は,指貫に針を当てること,速 く正確に縫 う
ことを指示 した｡ 4回目と5回目は指貫を使用 しないで自由な方法で縫 うよう指示 した｡
すべて作業時間は限定 しなかったが,開始の合図の後 5分後の終了合図までに全員指示 し
た縫い長30cmの作業を終了 した｡ 2回目の作業の前後と3回目終了後に,なみ縫いに関す
る知識や技能習得状況を問う調査を行 った｡










































2回目棚 .1耐 柵 噸 如繊 ヽ YtS(15) NE}(17) ? (3)時期と期間 JJ朝 で少し(10) J轍 訪なヽり(1)
Ltm csと答えた着) 中労資で少し(3) 融 で少し(1)
朝練として知つTいるか 棚 状(左配で Y6またはYes?と等え愉
YesYes? lb ○ × ?
指支 那 の出妨 5 19 ll ll 6 7
指■紅才一-の当て方 7 8 20 1 ll 3
針のもち方 5 8 22 3 4 6
布のもち方 5 9 21 4 5 5
itのまこび方 6 9 20 2 8 5
2回目柵ヽ鼓 軸掛ま正L̂ つヽたかは 己切線として知つ-aるか｣でYeSま ーカ由?と答えた者)
Yes YS? lb
摘■ 脚 の地 方 22 1 1
指… 十への当て方 4 2 9
釦のもち方 8 - 5
和のもち方 ll - 3
鍬桝まこび方 7 3 5
正しし働 附 棚 状任妃でY6拙 カ由?と答えた壱)
YS YS? lb ○ X つ
繊 鮒 の地 方 35 - - 29 4 2
拘取確Iへの当て方 33 2 - 10 19 6
封のもち方 34 1 - 9 21 5
布かもち方 33 1 1 19 14 1
抑 まこび方 25 7 3 0 21 ll
3tgl日払他 職 脚 の環状○ × 一■>





全輪柑こ2回日よt)上手くなったと思うか Y6 (32) Ib (3) ? (0)
～ 勤附瑚 する記述 (23)封月に幣するだ速 く2)
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動によって小さい対象を扱 う作業より,指先の運動による細かい作業に優れた集団である
と思われる｡ また,精神反応速度は全員最高 レグェルの 5であり,刺激に対する瞬間的反
応能力の高 さを示 している｡
表 3 職業適性検査結果
5点 ㈲ - 1点 ㈱ 5鯛 評価
l撫 育 一検査1 l検査2 l検査3 l検査4 [# 5 l検査6 l検査7 l






1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 X
X 47_8 43_7 41.0 46.3 50.2 45_8
97
表 5に各回の縫い目正確率 と各検査項 目得点 との相関係数を示す｡なみ縫い作業を,指
貫を使用 した正 しいフォームで行 うことを指示 した 2および 3回目の作業のみ,縫い目正
確率 と指先の器用 さとの間に有意 な正の相関がみ られた (2回目 r- .437,3回 目 Z--
.454, ともにp< .05)｡他の因子 との相関はすべての回においてみ られなかった｡
表 5 縫い目正確率と各検査項目得点との相関
適 性 検 査項 目 正 確 率1回目 2回目 3回目 4回目 5回目
手先の器用さ -.215 -.133 -.136 -.317 -.045
眼と ′ ､ の能力 -.154 .048 .180 .151 -.074
指先の器用さ -.254 .437* .454* -.036 -.136
空間的判断力 .107 .α16 .120 -.025 .他9
形態知覚A -.α的 .003 .175 -.143 .185
_形態知覚B .04 .090 .090 .138 .014
*:β<.05 精神反応速度の得点は全員 5であった
(3) 考 察
2回目および 3回目のなみ縫いは,正 しい針の持ち方,指貫の使い方を意識 したと考え
られ,指貫使用の正 しいフォームで,一定の作業時間内に正確率の高い縫い目を作 ること
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は,指先の器用さを必要 とするものであることが示唆された｡
4.縫製作業における改良指貫使用時の学習効果
なみ縫いと手の巧敵性に関わる能力 との関係を検討 した結果,なみ縫いの成績 (縫い目
正確率)は,指先の器用さとの相関が高いことが示唆された｡そこでそれらの能力の異な














前節で行 った 6種の適性検査の中で,指先の器用さの因子を測定する リングさし検査を,
教員養成系学部に在籍する女子大学生115名 (20-22歳)に対 して行 った｡その成績の平
均値 (34.5)より1標準偏差 (5.13)以上高い成績の者16名を器用群,1標準偏差以上低
い成績の者15名を不器用群 とした｡ この 2群をそれぞれ従来型指貫を使用する群と改良型
指貫を使用する群に分け,なみ縫いの練習を行わせた｡ リング挿 し検査の結果および抽出
された理由は実験前に伝えていない｡器用群の従来型指貫使用者 8名をHO (High一〇ld),
同群改良型指貫使用者 8名をHN (High-New),不器用群従来型使用者 8名をLO (Low-







での作業を全員が 1回行 った｡その後,それぞれの条件で 5回練習を繰 り返 した｡ 2日目
も同様にそれぞれの条件で 5回練習を繰 り返 した｡両 日とも速 く正確に縫 うことを指示 し
た ｡
4)実験手順
すべて 1回の作業は開始合図の後,終了の合図まで 3分間行 った｡ これ らの回数 と各回
の作業時間については,事前 に別の 5人に対 して予備実験を行い,1日に30分以上繰 り返
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正確率より作業量に顕著な影響を及ぼすと考えた｡ これ らのことか ら,ここでは学習開始
時期における2種の指貫の効果を明 らかにするため,作業量に注目し,縫い長 と縫い目数





値が低下 した者 はLO群に多 く,特に 1日目が顕著で, 8名中 6名がいずれかの項 目の評
価の低下を申告 した｡また,LN群において も, 1日目はHO群,HL群より,評定値が低








用群 ともに改良型指貫の方が高かった｡HO群では 1日冒作業後に 1度便利感が低下 した
者 もいた｡針の支持についても,器用群,不器用群 ともに改良型指貫の方が高かった｡
各日5回,2日間に及ぶ計10回の作業における各々の縫い長 と縫い目数を測定 した｡図
2-1に 4群の 1日目の,図 2-2に2日目の縫い長の推移を示す｡図 3-1に4群の 1
日目の,図 3-2に 2日目の縫い目数の推移を示す｡縫い長および縫い目数について 3要
因分散分析を行 った｡その結果,縫い目の正確率を評価基準 とした器用度による作業量の
差 は認め られなか った｡ 縫 い長 においては,試行回数の主効果 (F (9,243) -13.66,
p <.01)が見 られた｡また, 1日目の 5回の試行において,使用指貫 と試行回数 との交
互作用 (F (4,108)-2.48,p <.05)が有意であり,改良型指貫を使用 した方が試行回数
が増す ことによる縫い長の増大が大 きかった｡縫い目数においても試行回数の有意な主効
莱 (F (9,243)-21.20,p <.01)が見 られた｡また,使用指貫の有意な主効果 (F (1,27)
-4.39,p <.05)が見 られ,改良型指貫を使用 した方が縫い目数が多かった｡縫い長 と同







No. 如紬luf(SJ 紬l柑(5) 肘帥I方州ー(f) IX帥l脚如く5) 紬王的(5)
1 2 4-2-→3 2→3→4 4→1ー3 →2→5
2 4 3-3-4 4-→4-4 3-ヰ2-3 ー4-→4
3 2 2-◆1-2 1-4.-4 1-1-2 ー2→4
4 1 3-3-3 ト→4-4 3-3-4 -→4-5
5 1 3-3-3 3ー4ー4 3-3-4 一寸3ー3
6 2 2-→2.-2 1ー5-5 3ー3ー5 -4-3
7 2 3-→3-3 3-一4-4 3-4-5 -→5-→4
HN群 (1日日作業前一役-2日日作業後)
No. 抑帥織鮪(51 紬M暮(5) fA帥一方細b(5) *J如一朗輔(5) 紬棚引5)
1 1 3-3ー3 1ー5ー5 3-5-5 ー5.→5
2 1 2-2-2 1-→4-5 3ー4-4 ー5-ヰ5
3 1 ト→1-2 5-4.-4 3-4-5 -●5-5
4 4 2-⇒2-◆3 2-5ー5 4-→5.→5 -4ー5
5 2 3-3-4 2-+5.4 3ー3ー3 -4ー5
6 2 2-一2-2 2ー4-4 3-4-4 →3ー4
7 2 3→3-3 2ー4-→4 2-4-4 ー4-4
8 1 3-2ー3 1ー2ー4 3ー3-4 -●3ー4
No. 糾紬は附く5) 紬一It(5ー 稚t紬l方相知(5) 熊[帥一柳軒(57 伽王的(57
1 4 2-2-2 4-5-4 3ー4-→3 14J,+4
2 2 3-3-3 2.+4-4 2→2-→3 -4→4
3 1 1ート一2 1-→4.-5 3-→4-5 ･-4ー5
4 1 2-→1-1 1ー3ー3 2.-2-2 -2一2
5 2 3-2ー2 2ー4→5 2-→1-2 -4-4
6 2 2-3-3 2-3-4 2-3ー4 ー3ー4
7 2 2-2ー2 4ー5ー5 2ー2-2 ー4ー4
8 2 3ー2ー3 1ー2→4 3-4-5 -2-4
LN群 (1日目作業前一役- 2日日作業後)
No. 附加l紺青(5) 紬1柑(5) H的l方組知(5) 書I紬l榊舶(5) 帥主脚(5)
1 4 3-3ー3 3-5-5 3ー5-4 ー4ー4
2 4 3.-3-3 2.-4～5 2ー2-→4 →2ー5
3 1 3ー3-4 3→4-◆5 3-4-一4 -4-一4
4 2 3-2-2 1-5ー5 2ー4-4 -4ー4
5 1 2-1-2 1-◆4ー4 1-4-→4 →4→4
6 1 3-3-一3 ト一4→4 ト→4-→4 -5-一5


























表 7-1 主観申告結果 (1日目)
+ :作 美前 に対 す る作 業 後の 緊張 ･不快 ･イライラ ･疲労 の評 価 の低下 を 示す
HO群 (1日目作業前-後)
Ho. HLTLt帥 (5) 相で舶 (5) イライラして㈹い(5) 相加帥(5)
1 3-一4 2-3 2-3 1-1
2 3-一3 3-3 4-4 2ー3
3 2ー1* 3-→2* 3-5 2-2
4 2ー5 3-→5 5-3♯ 2ー2
5 2-一3 3ー3 5.→5 3-3
6 3ー5 5-5 5ー5 3-3
7 3.3 3ー3 3-3 1ー1
HN群 (1日目作業机一役)
NO, 川していない(5) 相でもb(5) イライ乳tL1帥(5) I芳郎帥(5)
1 4-4 5-5 5-一5 2-2
2 3-2♯ 3-一2* 3→4 3-→3
3 3-3 2ー3 5→5 2-2
4 5-5 5-5 5→5 3-3
5 3-4 4-4 4-十4 5-5
6 1ー2 3-3 5-5 3-3
7 2-3 5.48 5→5 3-3
LO群 (1日日作業前-竣)
No. 柑してい帥(5) uT.An5) イライラしてい帥(5) t軸比帥(5)
1 2-3 5.-一5 5-5 4-3*
2 2-3 3ー3 5-一5 3-3
3 5-5 3ー3 5ー5 5→2*
4 2-ー* 3-一3 3-3 2-1*
5 3-3 3ー2* 3-→2+ 2-→2
6 2-3 3)3 4-4 1-2
7 3-3 4ー3* 5ー4♯ 2-2
LN群 (1日目作業机一枚)
No. l臥てい帥(5) 鉄郎舶(5) イライラしてl帥(5) (労相帥 (5)
1 3-3 3-一3 3ー3 1→1
2 3ー4 3-3 5-5 3→3
3 2-2 3ー3 3-3 2-2
4 2-5 3-5 5-5 3-2+
5 2-2 3ー4 3→5 2-4
































表 7-2 主観申告結果 (2日目)
+ :作 業前 に対 す る作業後の緊張 ･不快 ･イ ライラ .疲労 の評価 の低下 を 示す
LO群 (2日目作業前一役)
No. l札てい帥(5) 快)で舶(5) イライラしてLl帥(5) 相加帥(5)
1 4-5 3-3 5ー5 4-→4
2 3-→4 3-4 4-4 4-4
3 2-2 2-3 3-3 2-2
4 4ー2* 3-4 3-3 2-→2
5 2ー3 3ー3 5ー5 3-3
6 5ー5 4-5 5-5 5ー5
7 3ー3 3ー3 3ー3 ト→1
8 3-3 2-3 3-4 2-2
HN群 (2日自作霊前一役)
No. 付してLl帥(5) 牧Iで舶(5) イライラしてい帥(51 相加帥(5)
1 5.-5 5-5 5ー5 2-→2
2 4ー4 3.3 3-3 3-◆3
3 4-4 3-2* 5-5 2-→2
4 5-5 5-5 5-5 2-2
5 4.+4 5ー4* 3ー3 5-5
6 2-3 3-3 5-5 4-4
7 3-4 4-4 4-5 2.2
8 4-→4 2-3 3-→3 2ー2
No. IILてい帥(5) 牡かあい5) イライラしてい帥 (51 l軸性帥(5)
1 3-3 5ー5 5→5 4-→3*
2 2-3 3-→3 5-5 3-3
3 5-5 3-5 5-5 5ー4★
4 2-3 3-3 3-3 2-2
5 3-3 3-3 3-十3 1ー1
6 3ー4 3-3 4ー5 2ー2
7 5-5 3-4 5ー5 4ー4
8 2-1* 3-.3 4-4 3-3
LN群 (2日日作業前一役)
No. l乱てい帥(5) 紬でもnS) イライ丸でl帥(5) l如拙 l(5)
1 3ー3 3ー3 3-3 1-1
2 4ー5 3ー5 5.5 3-→3
3 2ー3 3-3 3-→3 2-十2
4 5-5 5-4* 5-5 3ー4
5 2-3 4-4 5-5 4ー4
6 5→5 3-4 5-5 3-3






























































































sub g/ -1l SUB 10
.- - - / ･sub ll
---･-sub 12
,Ti 二_テラ等 壬〒 デ ー一一一SUb 13
sub 14
tま行Eiはヒ(匝)


























































〆 三 笠 卓 二? I17,L.I.
sub 1
- --Sub 2





























拭行画払(回) 1 2 3 4 5
7X行画牡(直l)
図211 繰り返しなみ縫い作業における縫い長の変化 (1日目)図2-2 繰り返しなみ縫い作業における縫い長の変化 (2日目)
HO群:器用群,従来型指貫使用 HN群:器用群,改良型指貫使用 HO群:器用群,従来型指貫使用 HN群:器用群,改良型指貫使用
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図3-1 繰LJ返しなみ漣い作業における縫い目数の変化 (1日目)図312 繰り返しなみ縫い作業における縫い目数の変化 (2日目)
HO群:器用群,従来型指貫使用 HN群:器用群,改良型指貫使用 HO群:器用群,従来型指貫使用 HN群:器用群,改良型指貫使用
LO群:不器用群,従来型指貫使用 LN群:不器用群,改良型指貫使用 LO群:不器用群,従来型指貫使用 LN群:不器用艶 改良型指貫使用
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p <.05)も有意であり,改良型指貫を使用 した方が試行回数が増す ことによる縫い目数
の増加が大 きかった｡
(4) 考 察
主観申告の結果か ら,緊張,不快,イライラ,疲労の各項 目の評定値が低下 した者は不
器用群に多 く,特に 1日目が顕著で,作業中に緊張や不快感を感 じていることが示唆され
た｡ しか し, 2日目には評定値の低下は減少 し,作業への慣れの状態が推察された｡また,
不器用群の中で も,改良型指貫を使用 した群の方が従来型指貫を用いた群より1日目の評
定値が低下 した者が少な く,改良型指貫の使用によって,作業によるイライラ感や不快感
が減 じたのではないかと思われる｡ 一方,器用群は両 日とも,作業前後で顕著な変化を示
した者は若干名であったことか ら,作業に対する適性がうかがえた｡
なみ縫い技能の自己評価結果か ら,2日冒作業後の指貫使用の便利感は器用群,不器用




増 し,フォーム形成のための学習機会が増すと考え られる｡ 本実験の結果において,改良
型の指貫を使用 した方が従来型指貫よりも有意に縫い目数が多かったこと,また改良型指








成績 との関連性を検討 したが,本実験で個人特性 とした指先の器用 さについては,成績の





あることが明 らかになった｡そこで,この指先の器用さの成績の高い群 と低い群を設定 し,
各々の群において,簡便な改良を加えた指貫の使用が及ぼすフォーム形成初期の学習効果
について検討 した｡その結果,1日30分ずつ 2日間の練習において,改良型指貫 は作業量
を向上させること,1日のみの練習においても成果がみられることが明 らかになった｡
この技能の習得過程において,2枚の布を縫い合わせることの原理を理解 し,自分の手
を使 って機能的な ｢縫い目｣を合理的に作 ることができるということを体感する機会をも
てること,身体を用いて合理的にものに作用することの意味と,ものを加工 し創造的に変
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